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	第４節　松川村の地勢と災害要因、災害

記録
	　


１　自然的条件

　(１)　地　勢

　　　松川村は、長野県の北西部、安曇野の北寄りに位置し、東西10.8㎞、南北に7.3㎞で、北及び北西部は大町市、南及び南西部は安曇野市、東は池田町に接しており、飛騨山脈の東側に発展した集落から成り立っている。

　　　地形は一様でなく、北西部に雄大な北アルプス連峰がそびえ、そのアルプスを源とする高瀬川、乳川、芦間川、穂高川のそれぞれ一級河川に囲まれ、面積47.08㎞2の比較的平坦な沖積平地で形成されている。

　　　村の主要な駅ＪＲ「信濃松川」から松本市へ40分、大町市へは15分で達し、その他に「細野」「北細野」のＪＲ無人駅がある。また、一般国道147号、広域農免道路、北アルプスパノラマ道路が南北に走り、松本市街へ40分、大町市街へ15分程で達する。

　(２)　位　置

	名　称
	所　　　在　　　地
	北　　緯
	東　　経
	海　抜

	松川村役場
	北安曇郡松川村76番地５
	36°25′15″
	137°51′28″
	613.7ｍ


　(３)　気　候

　　　気候は、夏は暑く、冬はかなり低温となり、日較差も大きい。積雪は近年少ないが、西部山地は、厳しい高山気候をもって積雪は多い。降水量は少なく、内陸的傾向といわれる。

　(４)　自然条件にみる災害の要因

　　　自然的な条件から発生する災害の要因は多様で、しかも突然発生する。その要因を十分制御できない限り、異常現象が引き起こされ、それがある程度まで進行すると災害に転化する。

　　　四方を一級河川に囲まれているという地理的背景から、松川村の場合、河川のはん濫による水害が最も懸念されるが、阪神・淡路大震災級規模の直下型地震による影響も計り知れない。
　　ア　地震の可能性

　　　　本村付近では、過去に大町付近地震があり、さらに、地殻構造線の糸魚川－静岡構造線活断層系（糸静線）上に位置していることから、今後数百年以内に直下型巨大地震の可能性が指摘されている。また、東海地震及び関東地方で予想される地震の影響も考えられる。

　　　　近年では、昭和59年に発生した木曽郡王滝村を中心とした長野県西部地震の被害は14市町村に及び、各所で土砂崩落が発生し、29人が死亡するなど甚大な災禍をもたらした。地震発生のメカニズムはいまだ解明されておらず、阪神・淡路大震災が示したように不測の事態も懸念される。

　　イ　流出土砂の生産源

　　　　村内の各河川の源は北西側の北アルプス連峰を源とする。山間地域には急しゅんなところもあり、地盤がもろいところも少なくない。そのため、流出土砂で著しく河床が上昇し、洪水が発生する危険性を有している。

　　ウ　急こう配の河川（土石流危険渓流）

　　　　本村には土石流危険渓流が10箇所あり、長年にわたり土砂が堆積し河床が上昇しているため、豪雨時には周辺の集落で被害が予想される（資料12－２参照）。

　　エ　急傾斜地帯

　　　　急傾斜地崩壊危険箇所・区域に６箇所指定されており、これらの箇所については、降雨に対して非常に弱く、被害が予想されるため、その対策を講ずる必要がある（資料12－１参照）。

　　オ　山腹崩壊及び土砂流出

　　　　山腹崩壊危険地区及び崩壊土砂流出危険地区が、それぞれ４箇所と８箇所あり、崩落土砂等が河川を埋め、洪水が発生する、あるいは道路が寸断される等の危険性を有している（資料12－４参照）。

　　カ　重要水防区域

　　　　水防上特に警戒を要する所が18箇所あり、降雨の際には被害が予想される（資料５－１参照）。

　　キ　中小河川の増水

　　　　雨水の流入により、村内各所の中小河川の増水による浸水が予想される。

　　ク　前線の影響による豪雨

　　　　梅雨期、秋雨期には、前線上を東進する低気圧や台風の北上に伴い、南海上から流入する暖湿気流によって前線活動が活発になり大雨を降らせることがあり、水害の直接の要因となる。

　　　　特に梅雨末期は集中豪雨となりやすく、警戒を要する。

　　ケ　台風の進路による影響

　　　　長野県の位置と地形のもつ条件により、台風の接近、通過は各所に風水害をもたらす。長野県に影響を及ぼす台風を経路により大別すると、次の四つのコースに分けられる。

　　　(ア)　県を縦断して北上する場合

　　　　　県全域が暴風域に入り、全県的に風害や水害が発生する。特に東部・北部一帯は風雨が強く、台風通過後の吹き返しの風による災害をもたらす。

　　　(イ)　県の西側に接近して北東進する場合

　　　　　県全域が暴風域に入り、全県的に風害や水害が発生し、特に南部・西部の山沿いは局地的な大雨となる。

　　　(ウ)　県の東側に接近して北上する場合

　　　　　県の東部の山沿いで風雨が強く、台風の吹き返しの風が被害を大きくする。

　　　(エ)　県の南側を接近して東進する場合

　　　　　南部や東部に大雨が降る典型的な雨台風で、これらの地域に水害をもたらす。

　　コ　山林火災

　　　　林野面積が広大で、レジャー施設等もあることから、今後も林野火災への警戒が必要である。

２　社会的条件

　(１)　人　口

　　　平成22年の国勢調査によると、本村の人口は10,093人、世帯数は3,381世帯で、平成17年の人口10,072人、世帯数3,205世帯と比べると、人口は約0.2％、世帯数は約5.5％の増加となっている。

　　　１世帯当たりの人員は3.14人から2.99人となり、わずかではあるが、減少傾向にある。

　　　人口の年齢構成比では、高齢者（65歳以上）の人口が26.9％、年少（15歳未満）の人口が13.8％となっており、高齢化が進むことによる災害時要援護者の増加等、防災上の配慮がより求められる状況となっている。
　(２)　産　業

　　　水稲、果樹、野菜を中心とする農業が基幹産業である。近年機械化、ほ場整備事業による基盤整備の確立等によって省力化、合理化されるに伴って農業人口が減少し、現金収入の得られる他産業へ移行しており、第一次産業人口は減少を続けている。その結果、農業従事者の高齢化に拍車がかかり基幹的農業従事者に占める女性の比率も年々増加の傾向にある。

　　　工業は、村内の事業所数、従業者数は共に減少傾向にあり、ほとんどが中小企業である。また、上緑町工業団地を造成した。

　(３)　観　光

　　　豊富な自然を生かしたキャンプ場やハイキングコース、博物館や美術館、温泉施設等の観光施設が近年相次いで建設され、また、オリンピック関連道路北アルプスパノラマロードが開通したこともあり、本村を訪れる観光客は年々増加傾向にある。

　(４)　交　通

　　　モータリゼーションの発達による各家庭の車保有台数の向上に伴い、また観光産業や経済圏の拡大により交通量が年々増加している。

　　　本村は、ＪＲ大糸線（信濃松川駅、北細野駅、細野駅）、一般国道147号、一般県道有明大町線、北アルプスパノラマロード、上生坂信濃松川（停）線、矢地赤芝線が主要交通網として成り立っている。これに村道686路線と農道７路線、林道６路線がそれぞれ接続している。

　(５)　社会的条件にみる災害の要因

　　　災害発生の原因は自然的条件が主体的なものであるが、ある種の社会的要因が自然的諸要因と相関して、災害発生の原因を醸成し、あるいは災害を拡大させる方向に作用する。

　　　社会的条件の現状に起因した災害発生あるいは拡大の要因としては、次のことが挙げられる。

　　ア　集落の特性

　　　　集落地に人口が集中していることは、警戒、避難情報の収集伝達を容易にする反面、ひとたび災害が発生した場合にはそれだけ住家、住民に被害が出やすい。取り分け、地震の二次災害としての火災の恐ろしさは、阪神・淡路大震災が示したところである。日常の点検を踏まえた改善及び消防・防災対策の一層の強化が必要である。

　　　　特に火災が発生した場合、灯油、プロパンガス等を個々に所有していること、木造住宅が多いこと、老朽化した建物等が災害の拡大を招く。このため、住民に火災予防思想を普及させるため、関係機関団体と協力し、春秋の火災予防運動を実施する。また、自主防災会を通じ、地域住民の防火、防災意識の高揚と啓発を図る。

　　　　さらに、高齢化による災害時要援護者の増加、観光客などの増加、生活圏の広域化による昼間の留守家庭の増加も災害を大きくする要因である。これについては、防災知識の普及、災害時の情報の提供、避難誘導、救護・救済対策等防災の様々な場面において、災害時要援護者に配慮する必要があり各施策の展開にあっては、災害時要援護者に配慮した防災体制の確立も重要である。

　　イ　危険地帯の住居

　　　　川沿いあるいは山麓の居住地は水害や地すべりに巻き込まれる危険性があり、被災しやすい状態におかれている。

　　ウ　危険物施設等

　　　　一般家庭における灯油等の少量保管と使用頻度の増加、高圧ガス、毒物・劇物の使用と保管、高圧送電等は、災害の拡大の要因となるとともに、二次災害のおそれも考慮される。

　　エ　森林の荒廃

　　　　森林の伐採、地域開発のための工事等は山地の保水能力を減少させ、土砂崩れ等の誘因となり、水害の要因となる。今後も、国、県等と協力して、長期的、計画的な保安林整備等の治山事業を推進する。

３　過去の主な災害記録

　　過去の災害履歴は、資料13－１に掲げるとおりである。
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